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論文内容の要旨

(目的)

本論文は義歯の Vertical Dimension 及び校合面傾斜角度をとりあげ，それらの条件が義歯機能に対し

て持つ生理学的意義を明らかにしたものである。

(方法)

実験は各種義樹使用時の阻噛筋活動様相を筋電閃法により分析し，且つ同時に各義歯使用時の阻噛能力

を単一節分法によって得たピーナツのi盟噛能率，コンデンサー法により測定した最大校合圧より判定し

Tこ。

(成績)

下顎安静位における義歯使用者と正市有歯者とでの阻噛筋緊張様相は，本質的な相違は認められな~'0 

しかしピーナツ阻時時の筋活動には著明な相違が認められ，義歯使用者では閉 !~I筋，関口筋活動の相互抑

制関係が明瞭でなかった。また義歯除去後暫時阻噛筋から異常な筋活動が持続した。この事実は顎位決定

に対して義歯が果す生理的役割を示すものと考えられる。義歯の Vertical Dimension が異なっても安静

位の筋活動には変化は認められない。また佼みしめ時， {正義歯と規準義歯には顎筋活動に差はほとんど認

められない。しかし高義歯の場合目噛時の顎筋筋電図振巾は小さく，放電頻度も少なかった。同一人につ

いて低義歯使用の場合は阻鴨速度がやや速くなった。

平均校合圧は天然歯の切爾部の 11.5kgに比し義歯使用者では約半分の 6 .4kg であり，臼歯部では前者

が37.2kg に対し後者のそれは 9.7kgで、約1/4に過ぎなかった D 埋込型ゾンデで 3 種の実験義歯の臼歯部校

合圧を比較したが，低義歯と高義歯は規準義l掴よりいずれも最大校合圧は約 2.3kg低かった。

四日爵値，阻噛回数，阻日爵時間は義歯聞の差は少なかったが，一般に規準義歯が最も良好な結果を示し低

義歯・高義歯は劣ることが明らかになった。これにより Vertical Dimension の生理学的重要性が明らか
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になり，さらにその規準を下顎安静位におくべきことが立証された。

また臨床実験より義歯の殴頭傾斜角の大なるもの程ピーナツ破砕能力が低下することが認められた。日且

噌筋筋電図より唆頭傾斜30 0 の義歯では阻噂リズムに著明な乱れが生じること，角度の小なるものでは規

準義歯と大差がない乙とが明確になった。

きらに唆合商傾斜角の大なる義歯は試験試料を阻噌i燕下するのに必要な阻噌回数・阻暢時聞が大で，唆

合面傾斜角の小きい義歯はこれに比し能率がよかった。

(結論)

本研究により義嗣作製時に考慮すべき Vertical Dimension 及び佼合而形態の生理学的意義及ぴその規

準が1m らかになった。

論文の審査結果の要旨

本論文は義圏の Vertical Dimension 及び殴頭傾斜角度をとりあげ，それらの条件が義踊機能に対し

て持つ生理学的意義を別らかにしたものである。

実験には各種義樹使用I!与の n[J鴨 ÎlJîHJJ福岡，阻噛能率並びに最大校合圧が測定された。その結果，下顎安

静{立における義嗣使用者-と.ï:E'lW有樹者との阻噂筋緊張様相には，本質的な相違は認められないが， fll1明日寺

の筋活動には持WJな相違が認められ，義歯使用者では閉口筋・関口筋活動の相圧抑制関係、が不明瞭であっ

た。校みしめ [1 1j ， I旬;義踊の場合， {正義指と規準義歯に比して凹日爵筋筋電図活動は必かった。平均校合圧は

天然J却の切陶i郊の平均 11. 5kgに比し，義歯使用者では約半分の平均 6.4kg であり，臼歯部では前者が平

均 37.2kg に対し，後者のそれは平均 9.7kg で、約1/4 に過ぎなかった。 f正義I賓と i白義歯は規準義歯よりい

ずれも臼歯部最大校合圧は平均約 2.3kg低かった。 ilt-P爵値，阻噛回数，日明時間は一般に低義歯，高義歯

に比し規建f{義(賓が最も良好な結果を示した。

また校頭傾斜角が大なる義闘は傾斜角の小きい義圏に比し，食lJ1山i

歯では阻鴨リズズ、ムに著明な乱れが空生.じる乙と，試験試料を日目鴨鴨下するのに必要な阻噂lúj数，間!腎H寺問が

大で，能率が悪いことが明らかになった。

以上の研究は義歯作製時に考慮すべき Vertical Dimension 及び佼合商形態の生理学的志義及びその規

準を明らかにしたもので，本論文は商学博士の学Dl.を受けるに充分の資格あるものと認める。

-146-




